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① どちらの氷が速くとけるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

とける速さの理由（仮説）を考え、グループで話し合いをしましょう。 

だから  

 

 

なのではないか。 

 

実験Ⅰ 「水」と「模擬オレンジジュース」それぞれ 100 mLをコップに入れて、同じ重

さの氷を入れて、観察する。 

準備物 
コップ２個，氷，（温度計，） 

水道水，模擬オレンジジュース（0.3 mol/kgスクロース溶液＋絵の具） 

 

② 実験結果 

 

 

③ とける速さの理由（仮説）を考え、グループで話し合いをしましょう。 

 

 

④ とける速さの仮説を検証するための実験条件を自分たちで考えましょう。 
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予想と理由 

氷 

水 オレンジジュース 



ベーシック・サイエンス 

 

実験Ⅱ 「水」と「模擬オレンジジュース」などを 100 mLをコップに入れて、同じ大き

さの氷を入れる。１分ごとにコップ内の温度を計測する。 

 

準備物 

コップ，氷，水や模擬オレンジジュース，温度計 以外に必要なものは 

各班で用意すること 

例） 砂糖 

※ 模擬オレンジジュースの氷、ガラス棒 は用意できます。 

 

⑤ 仮説： （真偽はともかくとして、）ある現象を説明するために、持っている情報

と、自分たちの経験・知識から考え出した、最も可能性の高い「仮の答え」 

 

 

⑥ 実験結果 

 

 

 

経過時間〔分〕 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

         
 

         
 

         
 

 

メモ 

 

 

 

 

⑦ 仮説の検証と考察： 仮説通り？ 仮説とは逆、あるいは違う？ 
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⑧ 「模擬オレンジジュース」に入れた氷よりも、「水」に入れた氷の方が早くとける理

由を説明するためのプレゼン資料（表紙以外に４～５枚）を作成しよう。 

 

スライド 伝えたいこと スライドのイメージ 補足 

1 
何を発表するのか 

誰が発表するのか 
表紙  

2    

3    

4    

5    

    

最後 何を誰が発表したか 表紙  
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⑨ ルーブリック 

評価観点 

評価尺度 

評価点 

10        9 8         7         6 5 

求めているレベルを越え

て達成している。 

求めているレベルをおお

むね達成している。 

求めているレベルを達成

するには大きな課題があ

る。 

目的 

と 

仮説 

研究目的や仮説が述べ

られており，その意義が

よく分かる。 

研究目的や仮説が述べ

られている。 

研究目的や仮説が述べ

られていない。 

 

方法 

研究目的に沿った研究

方法が述べられている。 

研究目的におおむね沿

った研究方法が述べられ

ている。 

研究目的を達成する研

究方法として不適切，ま

たは，十分とは言えな

い。 

 

分析 

と 

結果 

豊富なデータをもとに

優れた分析がなされてい

る。また，図，表，グラ

フ等が分かりやすく作

成・配置されている。 

データ，図や表，グラ

フ等がおおむね適切に作

成されている。 

データが不足してい

る，または，図，表，グ

ラフ等が適切に作成され

ていない。 

 

考察 

研究結果を踏まえ、課

題との整合性を持つ一貫

性のある客観的な考察が

述べられており，今後の

研究の展望も示されてい

る。 

研究結果を踏まえ論理

的、客観的な考察が述べ

られている。 

考察が述べられていな

いか，考察として不適切

である。 

 

表示方法 

および 

発表 

の 

内容 

統一された表示と文体

で必要な専門的用語が用

いられている。また，文

章構成は論理的である。 

明快な論理に基づいて

構成されており，読み手

／聞き手が内容を的確に

理解することができる。 

表示と文体の統一感が

あり，文章構成もおおむ

ね論理的である。 

分かりやすい構成でお

おむね論理的に述べられ

ており，読み手／聞き手

が理解しやすい表現とな

っている。 

表示と文体に統一感が

ない，または文章構成が

論理的でない。 

内容構成が分かりにく

く，読み手／聞き手は内

容を理解できない。 

 

発表態度 

原稿に頼らず，自分の

言葉で研究内容を説明

し，言葉遣い，声の大き

さ，話す速度は適切であ

り，分かりやすい。 

原稿を見ることもある

が，言葉遣い，声の大き

さ，話す速度については

おおむね適切である。 

終始原稿を見ながら発

表し，言葉遣い，声の大

きさ，話す速度が適切で

はない。 

 

質疑応答 

質問者の質問に対し

て，研究した内容に基づ

いた適切な応答ができて

いる。 

質問内容を把握して応

答できているが，余分な

内容が多くなったり情報

が不足したりしていると

ころもある。 

質問内容を把握できな

いまま応答しているた

め，質問と答えとが対応

していない。 
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⑩ 発表 

（自分の班も含めて）各班の発表を、次の各項目について５点満点で評価してください。 

１点 不十分 

２点 やや不十分 

３点 普通 

４点 やや良い 

５点 非常に良い 

自分の班番号を○で囲ってください。 

 
1 

班 

2 

班 

3 

班 

4 

班 

5 

班 

6 

班 

7 

班 

8 

班 

9 

班 

10

班 

字の大きさ・色の使い方           

図や表の活用           

スライドの内容           

声の大きさ           

わかりやすく説明する工夫           

合計点           

発表時間           

 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想など 

 


